
健康管理で
社員とお客様を守る！

中日臨海バス株式会社

代表取締役社長 森川大興
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会社概要
会社名：中日臨海バス株式会社

代表者：森川 大興

営業拠点：三重県（四日市、桑名、鈴鹿）、愛知県（安城）、大阪（堺）、東京（品川）

神奈川（川崎、海老名）、千葉（船橋）

社員数：３８０名（乗務員選任者は２８８名）

車輌台数（バス）：貸切バス２２８輌、特定バス１７輌、コミュニティバス４輌

売上高：35億円
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売上構成比

バス事業の９５％が
定期送迎バス
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健康管理の取り組み
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健康管理の取り組み（BEFORE）
① 健康診断は実施している。

② 有所見者は病院に行ってもらい、運行可否判断を医師にしても
らう。

③ 健康に関する知識がないので会社としてフォローやアドバイスは
出来ておらず、対策は本人任せ。

④ 毎回、同じ項目で所見が出る。数値が改善されない。

⑤ 会社全体として健康状態が良くなっているのか悪くなっているの
か、よくわからない。指標がない。

⑥ 健康のことに深入りして大丈夫なのか？という恐れ。
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法定の健康診断だけではわからないことも多い

2014年～ 脳MRI・MRA検査、SASスクリーニング検査
2017年～頸動脈エコー検査を導入

健康管理に一生懸命取り組もう

２０１４年～ 各種検査を追加
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検査をしても病気が治るわけではない

そもそも生活習慣病への対策が必要

検査するだけではなく、しっかりとフォロー
アップしていける体制を作ろう！

２０１６年～ フォローアップ体制構築
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２０１６年４月 厚生課を設立
管理栄養士を１名正社員雇用し、厚生課を設立。

２０１７年９月に管理栄養士をもう1名増員。

現在は管理栄養士２名、アシスト係１名の３名体制。
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厚生課の取り組み

①情報発信

②健康の見える化

③定期的なフォローアップ

④その他
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①情報発信
A)健康勉強会を開催

B)ポスター＆かわら版（月1回更新）

C)厚生課だより（給与明細と一緒に配布）
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健康勉強会 ※今はリモート開催も併用

乗務員・・・
初任講習や安全講習の際に
健康勉強会を受講。

管理者・・・
管理職は毎月健康勉強会を
受講
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ポスター＆かわら版

健康情報を
月１回更新し
事務所内に掲示
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掲示の様子

血圧計の近くに掲示す
ることで測定中に眺める

ことができる。
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厚生課だより

裏表

会社の取り組みや健
康情報をご家族へ

↓
給与明細と一緒に
社員へ配布
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②健康の見える化

A)出庫点呼時に血圧、体温、体重を測定し、自身の
状態を見える化

B)健康診断の結果を元に、健康度のクラス分けを行
い、健康度の見える化

C)内臓脂肪計を導入し、内臓脂肪の面積を見える化
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血圧、体温、体重測定

血圧計

体温計

体重計

毎日、自身の数字を
見ることで健康に対す
る意識を高める。
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血圧、体温、体重

毎日の健康チェックはシス
テムに保存され、厚生課や
管理者はデータで確認

体重

血圧
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ヘルスケア通信（Aさんの事例）
A

A
・健康層
・低リスク
・中リスク
・高リスク
４つのグループ分け

自身の状態が
わかりやすい！
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生活習慣病に関わる項目に
絞ることでわかりやすくした
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ヘルスケア通信（Bさんの事例）
B

B

高リスクではあるが、回数
を重ねるごとに健康状態
は良くなってきている。
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ヘルスケア通信（表紙、裏表紙）

表紙には社長メッセージ

裏表紙にはPDCA

A

A
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健診結果の推移

高リスク
52％

健康層
7％

低リスク
13％

中リスク
28％

健康層
10％

高リスク
49％

中リスク
23％

低リスク
18％

２０１６年1月結果 ２０２１年１月結果

健康層＋低リスク層 ２０％ → ２８％
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内臓脂肪計

内臓脂肪の面積が
測定できる
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測定結果
分布

腹囲 cm

内
臓
脂
肪
の
面
積

㎠
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③定期的なフォローアップ

A)健康診断の結果（ヘルスケア通信）を見ながら、管
理栄養士と面談（年2回）

B)管理栄養士が血圧の変化や体重の変化をウォッ
チし、気になる点があれば運行管理者へ情報共有

C)高リスク者は、定期的に面談を行い、様子を確認
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健康面談 ※今はリモート面談も活用

野菜、きのこ、
海藻、こんにゃく

食事記録
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その他の取り組み（管理栄養士からの提案）

管理栄養士との面談の中で、社員より「わかっているが、やっぱり野菜、食物繊維を取りづらい」「買いに
行っても売り切れていることが多い」という意見を受け、管理栄養士より提案がありました。食物繊維を多
く含む食材を中心に生野菜、フルーツ、寒天等を社内で販売。仕入れ価格の50％～30％引きで販売し、
野菜、食物繊維を取りやすい環境を作りました。

会社内で社員向けに野菜・果物の販売を開始

ウォーキング大会の紹介、参加 ※現在は中断中

健康維持には運動が不可欠であり、まずはウォーキングから始めてみましょうと管理栄養士から推奨して
います。ウォーキング大会の紹介や参加勧誘で更なる意識向上を目指しています。

健康管理の取り組み事例
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様々な取り組みを経て・・・
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健康管理の取り組み（BEFORE）
① 健康診断は実施している。

② 有所見者は病院に行ってもらい、運行可否判断を医師にしても
らう。

③ 健康に関する知識がないので会社としてフォローやアドバイスは
出来ておらず、対策は本人任せ。

④ 毎回、同じ項目で所見が出る。数値が改善されない。

⑤ 会社全体として健康状態が良くなっているのか悪くなっているの
か、よくわからない。指標がない。

⑥ 健康のことに深入りして大丈夫なのか？という恐れ。
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健康管理の取り組み（AFTER）
① 健康診断以外にも脳健診、SASスクリーニングを継続実施。

② 厚生課が健康診断の結果と日頃の血圧・体重記録より、どのよ
うに改善していくかを本人と面談しながらPDCAを決めていく。

③ 健康診断結果を元に4つの健康度にクラス分けしているので、各
クラスの比率がどう推移したかによって全体として良くなっている
のか悪くなっているのかがわかるようになった。効果の確認。

④ 健康管理も安全の取り組みのひとつとして浸透した。

⑤ 健康管理が社風になってきた。
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健康管理の取り組みとは・・・

会社が社員を健康にすることはできない。
本人がその気になり、何か行動を変えなけ
れば健康を維持すること、改善することは
できない。

如何にして健康に対する意識を上げるか！
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最大の浸透要因

こまめな声掛けや

フィードバック、面談
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経営理念（中日の存在理由）

社員の成長と社会への価値創造
を通して、中日臨海バスに関わる
すべての人の幸せを追求し続ける。

33



ミッション（中日の使命）

私たちは常に学び、成長すること
で、移動に関するあらゆる課題を
解決し、日本の活性化に貢献する。
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経営ビジョン（中日のなるべき姿）

社員定着率業界No.1を目指し、
より高い社員満足と顧客満足
を創造できる企業になる。

※定着率＝100％－離職率と定義

※定着率95％以上を業界No.1と独自に定義
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わが社の社員像

・明朗

・謙虚

・スピード

・責任

・成長
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健康経営方針

健康管理の取り組みを継続、ブ
ラッシュアップしていくことにより、
健康層＋低リスク層の社員比率
50％以上を目指す。
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お客様の安全
付加価値向上
（ミッション）

社員の健康度が上がる

末永く元気に
働く

（ビジョン）

本人、ご家族の
幸せ

（経営理念）

健康管理の取り組みを継続

理念とのつながり
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健康管理で

社員とお客様を守る！
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ご清聴ありがとうございました
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